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第１ 号議案  

 

第４２回全国都市緑化ぎふフェア実行委員会の設立 

 

【 設立の趣旨】  

 

全国都市緑化フ ェ アは、 国民ひと り 一人が緑の大切さ を 認識する と と も に、

緑を守り 、 愉し める知識を深め、 緑がも たら す快適で豊かな暮ら し がある街づ

く り を進めるための普及啓発事業と し て、昭和５ ８ 年（ １ ９ ８ ３ 年）から 毎年、

全国各地の都市公園を会場と し て開催さ れている花と 緑の祭典です。  

 

「 第４ ２ 回全国都市緑化ぎふフ ェ ア」 の開催にあたっ ては、「『 清流の国ぎふ』

から 広げる 自然と 共生し た暮ら し 」を テーマと し て、花・ みどり を 切り 口に、

自然と 共生し た「 清流の国ぎふ」 のラ イ フ スタ イ ルを 国内外に発信し 、 持続可

能でウェ ルビーイ ングな社会の実現を 図り ます。  

また、「 清流の国ぎふ」 が誇る多様な自然資源、 歴史・ 文化資源と の連携によ

り 、 広域的な交流・ 周遊を促進し ます。  

 

 「 第４ ２ 回全国都市緑化ぎふフ ェ ア」 の成功に向けて、 円滑な実施及び運営

を 図るため、 県、 市町村及び関係団体・ 機関などで組織する「 第４ ２ 回全国都

市緑化ぎふフ ェ ア実行委員会」 を設立し ます。  

 



 

 

第４２回全国都市緑化ぎふフェア実行委員会会則（案） 

 

第１章 総則 

 

（名称） 

第１条 この会は、第４２回全国都市緑化ぎふフェア実行委員会（以下「実行委員会」とい

う。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第４２回全国都市緑化ぎふフェア（以下「フェア」という。）を通じ

て、地域の発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１）フェアの開催に必要な企画及び運営に関する事業 

（２）関係機関及び団体との連絡調整に関する事業 

（３）その他目的を達成するために必要な事業 

 

第２章 組織 

 

（組織・役員） 

第４条 実行委員会は、会長、副会長、常任委員、委員及び監事をもって組織する。 

２ 会長は、岐阜県知事をもって充てる。 

３ 副会長、常任委員及び監事は、別表に掲げる者をもって充てる。 

４ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

（１）県議会議員 

（２）市町村長 

（３）関係機関及び関係団体の役職員 

（４）学識経験を有する者 

（５）岐阜県職員 

（６）その他会長が特に必要と認める者 

 

（役員の職務） 

第５条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじ

め会長が指名した順序により、その職務を代行する。 



 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１０条第４項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の決算について監査する。ただし、必要と認めるときは、事業の執

行状況について随時に監査することができる。 

 

（任期） 

第６条 会長、副会長、常任委員、委員及び監事の任期は、第１８条の規定に基づき実行委

員会が解散する日までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、会長、副会長、常任委員、委員及び監事が、就任時の機関又は

団体の役職を離れたときは、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

 

（名誉顧問、顧問及び参与） 

第７条 実行委員会に名誉顧問、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 名誉顧問、顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 名誉顧問及び顧問は、会長の諮問に応じ助言する。 

４ 参与は、重要な事項に参与する。 

５ 名誉顧問、顧問及び参与の任期は、前条の規定を準用する。 

 

   第３章 会議 

 

（会議） 

第８条 実行委員会の会議は会長が招集し、会長又は会長が指名した者が議長を務める。 

２ 実行委員会に次の会議を置く。 

（１）総会  

（２）常任委員会 

（３）企画委員会 

 

（総会） 

第９条 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

（１）フェアの基本計画・実施計画に関する事項 

（２）実行委員会の会則に関する事項 

（３）事業計画及び事業報告に関する事項 

（４）予算及び決算に関する事項 

（５）常任委員会への委任に関する事項 

（６）実行委員会の解散に関する事項 

（７）その他実行委員会の運営に関する重要な事項 

２ 総会は、会長、副会長、常任委員及び委員（以下「委員等」という。）の過半数の出席を

もって成立する。 

３ 総会の議事は、議長を除く出席委員等の過半数で決し、可否同数のときは議長の決する

ところによる。 



 

４ 総会に出席できない委員等は、代理人を選任し、表決を委任することができる。この場

合において、前２項の規定の適用については、その委員は出席したものとみなす。 

５ 会長は、第１項に掲げる事項のうち緊急やむを得ないと認められる事項又は軽易な事項

については、書面による表決を求め、これをもって総会の議決に代えることができる。 

６ 会長は、必要に応じて、総会に委員等以外の関係者の出席を求めることができる。 

 

（常任委員会） 

第１０条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

４ 常任委員会は、次の事項について審議し、決定する。 

（１）総会から委任された事項 

（２）総会を招集するいとまがない緊急事項 

（３）その他会長が必要と認める事項 

５ 常任委員会は、前項各号に掲げる事項を審議し、決定した内容を必要に応じて次の総会

に報告する。 

６ 前条第２項から第６項までの規定は、常任委員会について準用する。 

 

（企画委員会等） 

第１１条 企画委員会は、フェアにおける実施事業の企画及び審議等をする。 

２ その他、会長が必要と認めるときは、実行委員会に各種委員会を置くことができる。 

３ 企画委員会等に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第４章 専決処分 

 

（専決） 

第１２条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまがない

と認めるとき、又は総会等の権限に属する事項で簡易なものについては、その議決すべき

事項について専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、その内容について次の総会等におい

て報告しなければならない。 

 

第５章 会計 

 

（経費） 

第１３条 実行委員会の事業に要する経費は、負担金その他の収入をもって充てる。 

 

（会計） 

第１４条 実行委員会の会計は、実行委員会の設立の日から始まり、実行委員会の解散をも

って終了する。 

２ その他実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 



 

 

（予算） 

第１５条 実行委員会の事業計画及び予算は、会長が調整し、会議に提案する。 

 

（事業年度） 

第１６条 実行委員会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（決算） 

第１７条 会長は、決算を協議する総会において、事業報告書及び決算見込資料を、監事の

監査意見を添えて提出しなければならない。 

２ 決算において剰余金を生ずるときは、協議により負担金の拠出者に返還する。 

 

第６章 解散 

 

（解散） 

第１８条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたとき、総会の議決を経て解散

する。 

 

（残余財産） 

第１９条 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会で協議のうえ別に定める。 

 

第７章 事務局 

 

（事務局） 

第２０条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を岐阜県都市建築部都市公園・交通局

都市公園課内に置く。 

２ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第８章 補則 

 

（一部権利の委任） 

第２１条 会長は、実行委員会が受ける負担金の申請及び交付にかかる権利の一切を岐阜県

副知事（副会長）に委任する。 

 

（解散後における事務の処理） 

第２２条 実行委員会の解散の後、実行委員会に関する問い合わせ、その他の事務について

は、岐阜県都市建築部都市公園・交通局都市公園課（引き継ぎ課を含む。以下同じ。）にお

いて処理する。 



 

２ 実行委員会の解散後の文書等については、岐阜県都市建築部都市公園・交通局都市公園

課へ引き継ぎ、以後、同課において、岐阜県公文書規程（昭和４４年岐阜県訓令甲第１号）

により管理する。 

 

（その他） 

第２３条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

 

 

附 則 

 

（施行期日） 

１ この会則は、令和５年 月 日から施行する。 

２ 実行委員会設立当初の会計年度は、第１８条の規定に関わらず、実行委員会設立の日か

ら始まるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表（第４条関係） 

副会長 

（７名） 

岐阜県議会議長 

岐阜県市長会会長 

岐阜県町村会会長 

岐阜県商工会議所連合会会長 

岐阜県都市公園活性化懇談会座長 

岐阜県副知事 

（公財）都市緑化機構理事長 

常任委員 

（１５名） 

岐阜県議会副議長 

岐阜県議会土木委員会委員長 

岐阜県市議会議長会会長 

岐阜県町村議会議長会会長 

（一社）岐阜県経営者協会会長 

（一社）岐阜県経済同友会筆頭代表幹事 

岐阜県商工会連合会会長 

岐阜県中小企業団体中央会会長 

（一社）岐阜県観光連盟会長 

岐阜県旅館ホテル生活衛生同業組合理事長 

（公社）岐阜県バス協会会長 

岐阜県農業協同組合中央会代表理事会長 

（社福）岐阜県社会福祉協議会会長 

（一財）岐阜県地域女性団体協議会会長 

（公財）都市緑化機構専務理事 

監事 

（４名） 

岐阜県会計管理者 

岐阜県市長会監事 

岐阜県町村会副会長 

（公財）都市緑化機構事務局長 

 



 

第３ 号議案  

 

令和５年度 事業計画（案） 

 

１ 会議の開催（総務関係） 

 

・常任委員会の開催 

総会から の委任事項を審議・ 決定する常任委員会を 開催する。  

 

・企画委員会の開催 

実施事業の企画・ 検討等を行う 企画委員会を 開催する。  

 

 

 

２ フェア開催に向けた準備（事業関係） 

・実施計画の策定 

会場整備、 出展、 植物調達、 行催事、 会場運営、 協働推進、 観客誘致 

・ 広報宣伝等を 定めた実施計画を策定する。  

 

・開催機運の醸成 

フ ェ アの開催を 広く 県内外に発信し 、 開催への機運を高めるために、  

広報活動を展開する。  

  

 

 



 

第４ 号議案  

 

令和５年度 収支予算（案） 

 

○ 収入の部 

（単位：千円） 

区分 予算額 摘要 

負担金 35, 115 岐阜県 

合 計 35, 115  

 

 

 

○ 支出の部 

（単位：千円） 

区分 予算額 摘要 

総務費 2, 988 常任委員会及び企画委員会開催等 

事業費 32, 127 実施計画( 案) 策定（ 広報費を 含む）  

合 計 35, 115  

 

   

 

 

 

 



 

第５ 号議案  

 

総会から常任委員会への委任事項（案） 

 

 第４ ２ 回全国都市緑化ぎふフ ェ ア実行委員会会則第９ 条第１ 項第５ 号の 

規定に基づく 常任委員会への委任事項は、 次のと おり と する。  

 

 

 

１   実施計画の策定に関するこ と  

 

 

２   令和６ 年度の事業計画及び予算に関するこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

第４２回全国都市緑化ぎふフェア 

 

基本計画（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年８月 

 

 

岐 阜 県 

 

公益財団法人都市緑化機構 

  

別    冊 
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１ 開催概要等 
 

１－１ 全国都市緑化フェアとは 

 

全国都市緑化フ ェ アと は、 国民ひと り 一人が緑の大切さ を認識すると と も に、

緑を 守り 、 愉し める知識を 深め、 緑がも たら す快適で豊かな暮ら し がある街づ

く り を進めるための普及啓発事業と し て、 昭和 58 年（ 1983 年） から 毎年、 全

国各地で開催さ れている花と 緑の祭典です。  

都市緑化意識の高揚、都市緑化に関する知識の普及等を 図るこ と により 、国、

地方公共団体及び民間の協力による都市緑化を全国的に推進し 、 も っ て緑豊か

な潤いのある都市づく り に寄与するこ と を 目的と し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国都市緑化フェアの統一基本理念 

『 緑ゆたかなまちづく り 』  

窓辺に花を･く ら し に緑を･街に緑を･あし たの緑をいまつく ろ う 。  
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１－２ 背景・経緯 

 

＜国内外における今日的な課題＞ 

世界において、 気候変動や生物多様性の喪失等、 地球規模の環境問題が顕

在化し ている今日、 将来に亘る持続可能な社会の実現に向け、 2030 年ネイ チ

ャ ーポジティ ブ ※１ 等の世界目標が示さ れ、 NbS※２ の考え方に基づいた取組み

の推進が求めら れています。  

一方、地域においては、 人口減少・ 少子高齢化が顕著と なり 、こ れを踏まえ

た地域の活性化や担い手の育成などが課題と なっ ています。  

＜課題解決のモデル地域となる岐阜＞ 

岐阜県は、古来、山紫水明の自然に恵まれ、豊かな森を源と する「 清流」 と 、

それを も と に育まれてき た世界に誇る歴史、 伝統文化、 食文化、 匠の技等を

継承し 、 自然と 共生し た暮ら し を 営んでき まし た。  

県では、 2014 年に「 清流の国ぎふ憲章」 を定め、「 知・ 創・ 伝」 の考え方に

より 、「 清流の国ぎふ」 づく り を進めてき まし た。  

「 清流の国ぎふ」 における 自然と 共生し た暮ら し の姿は、 固有の魅力的資

源であると と も に、NbS※２ の考え方に合致し た持続可能な社会づく り に向けて

の手掛かり を 与えるも のであり ます。  

＜国内外に発信する好機を迎える 2025 年の岐阜＞ 

県では、 こ れまで、「 岐阜県都市公園活性化基本戦略」（ 2016～2020 年）、

「 新・ 岐阜県都市公園活性化基本戦略」（ 2021～2025 年） に基づき 、 県営都市

公園における戦略的なハード 整備を 進めてき まし た。  

2024 年には東海環状自動車道の県内区間が概成し 、 高速道路沿線に計画的

に配置し ている県営都市公園が繋がり 、 岐阜のゲート ウェ イ （ 玄関口） と し

ての機能が充実し ます。 また、 清流文化の創造を 目指す「『 清流の国ぎふ』 文

化祭 2024」 が開催さ れます。  

続く 2025 年春には、「 大阪・ 関西万博」や「 第 20 回世界バラ 会議福山大会」、

秋には県内で、 高齢者を 中心と するスポーツ、 文化、 健康と 福祉の総合的な

祭典である「 ねんり んピッ ク 岐阜 2025」 が開催さ れます。  

さ ら に、 2027 年には、 横浜において「 国際園芸博覧会」 が開催さ れます。

また、大都市から のアク セス性が格段に向上するリ ニア開業も 控えています。 

こ う し た交通ネッ ト ワーク の充実や県内・ 国内での関連イ ベント の開催を  

好機と と ら え、 こ れまで磨き 上げてき た県営都市公園を 土台と し て、 花・ み 

 

※１ 2030 年までに生物多様性の損失を止め、反転させる（回復軌道に乗せる）こと 
※２ Nature based Solutions 自然を基盤とする解決策  



- 3 - 
 

どり に親し んでいただく こ と を き っ かけに、本県の「 自然と 共生し た暮ら し 」

を 国内外に発信するも のと し て、 全国都市緑化ぎふフ ェ アを 開催し 、 持続可

能でウェ ルビーイ ングな社会の実現を目指し ます。  
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１－３ 開催の方針 

 

○花・みどりを切り口に、自然と共生した「清流の国ぎふ」のライフスタイルを

国内外に発信し、持続可能でウェルビーイングな社会の実現を図ります。 

・ 自然と 共生し たラ イ フ スタ イ ルの豊かさ を “ 知る”  

   美し い花と みどり を観て、触れて、親し んでいただく と と も に、 岐阜なら

ではの食文化、伝統文化や匠の技を 紹介する催事等を 通じ 、「 清流の国ぎふ」

の豊かな自然やそれをも と に育まれてき た暮ら し の素晴ら し さ を 体験・ 体感

する機会と し ます。  

・ 自然と 共生し た新たなラ イ フ スタ イ ルを“ 創る”  

DX※３ やグリ ーンイ ンフ ラ ※４ 等の新たな技術や知見も 活かし ながら 、 花・

みどり を 用いた心身の健康づく り や防災、生物多様性の確保などの取組みを

試行・ 提案する機会と し ます。  

・ 自然と 共生し たラ イ フ スタ イ ルを次代に“ 伝える”  

開催前から 、 県民や県内の団体等と 連携し た様々な緑化活動や公園の管

理運営活動を 行い、自然と 共生し たラ イ フ スタ イ ルの担い手と なるグリ ーン

コ ミ ュ ニティ の形成を促進する機会と し ます。  

 

○「清流の国ぎふ」が誇る多様な自然資源、歴史・文化資源との連携により、広

域的な交流・周遊を促進します。 

各会場の特色を 踏まえたテーマを 設け、 そのテーマと 関連する地域資源

と 連携強化を 図り 、 広域的な交流・ 周遊・ 観光を 促進する機会と し ます。  

  

１－４ テーマ・愛称 

 

＜テーマ＞ 

「清流の国ぎふ」から広げる 自然と共生した暮らし 

 

＜愛称＞  

 ぎふ グリーン・ライフ フェスティバル ２０２５ 

       Ｇｉｆｕ   Ｇｒｅｅｎ  Ｌｉｆｅ  Ｆｅｓｔｉｖａｌ  ２０２５ 

 

 

 ※３ Digital Transformation の略で、デジタル技術の活用によって、人々の生活をよりよいものに変
革すること 

※４ 社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能を活用
し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの 
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２ 基本的事項 
 

２－１ 名称 

 

第 42 回全国都市緑化ぎふフ ェ ア 

 

２－２ 主催等 

 

提   唱： 国土交通省 

主   催： 岐阜県、（ 公財） 都市緑化機構 

実行組織： 第 42 回全国都市緑化ぎふフ ェ ア実行委員会 

 

２－３ 開催時期 

 

令和 7( 2025) 年 4 月 23 日( 水) ～ 6 月 15 日( 日) ： 54 日間 

 

２－４ 会場構成 

 

高速道路ネッ ト ワーク によっ て繋がり 、 ゲート ウェ イ（ 玄関口） と し ての役

割を 果たす美濃地域の県営都市公園６ か所と 豊かな自然を も つ飛騨地域を 会

場と し ます。 また、 各会場に設定するテーマと 関連する県内各地の地域資源と

の連携を 図り 、 オール岐阜でフ ェ アを 開催し ます。  

 

【 会場】  

 ・ ぎふワールド ・ ローズガーデン（ 可児市） 【 テーマ： バラ ・ 花】  

・ ぎふ清流里山公園（ 美濃加茂市）      【 テーマ： 里のみどり 】  

・ 養老公園（ 養老町）            【 テーマ： 歴史・ 文化、 アート 】 

・ 世界淡水魚園（ 各務原市）        【 テーマ： 水・ 川】  

・ 岐阜県百年公園（ 関市）          【 テーマ： 木・ 林】  

・ 各務原公園（ 各務原市）         【 テーマ： 未来・ 夢】  

・ 飛騨会場（ 飛騨地域の大自然）      【 テーマ： 森】  
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２－５ 料金 

 

各会場への入場及び会場内の施設の利用については、現在の料金体系を 基に

し ます。  

特定のイ ベント やプログラ ムについては別途、 料金の徴収を 検討し ます。  

 

２－６ 目標入場者数 

 

県営都市公園の会場の合計で、 200 万人の入場者を 目標と し ます。  

 

２－７ シンボルマーク 

 

ぎふフ ェ アを 象徴し 、 広く 親し まれるも のを検討し ます。  

 

２－８ キャラクター 

 

「 清流の国ぎふ」 マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ーのミ ナモを 、 ぎふフ ェ アのスタ イ

ルに衣替えし ます。  
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３ 事業計画 
 

３－１ 会場計画 

 

「 岐阜県都市公園活性化基本戦略」「 新・ 岐阜県都市公園活性化基本戦略」 に

基づき こ れまで磨き 上げてき た県営都市公園の魅力を 活かし 、 フ ェ アの会場を

作り 上げます。開催の方針を 踏まえ、各公園のテーマに沿っ た花・ みどり の素晴

ら し さ を 体験でき るシンボルガーデンの展示や食文化体験等を行います。  

 

（ １ ） ぎふワールド ・ ローズガーデン（ 公式行事である全国都市緑化祭を開催）  

●会場テーマ バラ ・ 花 

●会場計画 

「 世界に誇るバラ 園を 中心に花による感動

を 伝え る 」 を コ ン セ プ ト と する こ の公園で

は、 バラ の植栽エリ アを中心に、 園内を 回遊

し て楽し めるよう 会場を 設え、 花・ みどり の

演出を加えた華やかな会場と し 、 花の美し さ

による感動を 伝えます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ 世界に誇るバラ 園を存分に堪能する仕掛けづく り  

・ エディ ブルローズ等、 花を 活かし た食体験 

・ ぎふローズコ ンテスト 、 世界バラ 会議と 連携し た見どこ ろ づく り  

 

（ ２ ） ぎふ清流里山公園 

●会場のテーマ 里のみどり  

●会場計画 

「 人と 自然が共生する 里山の暮ら し と 文

化に親し む」 を コ ンセプト と するこ の公園で

は、 里山の自然、 生物、 食、 文化に触れ合う

場を 設け、 小さ い子ども から 大人まで楽し み

を 実感し ていただき ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ 清流と 里山の恵みである食、文化、工芸を 存分に体験でき る仕掛けづく り  

（ 旬の食材を 収穫し 食体験、 茶摘み、 工芸、 魚つかみ取り 等）  
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・ 近隣市町村等と の連携による里山保全・ 活用学習 

・ 近隣施設等と の連携による健康増進活動、 メ ディ カ ルツーリ ズム 

・ 花摘みガーデンにより 花に触れ、 花を楽し む 

 

（ ３ ） 養老公園 

●会場テーマ 歴史・ 文化、 アート  

●会場計画 

「 健康長寿の願いと 命への感謝が込めら

れた自然と 歴史をたどる」 をコ ンセプト と す

るこ の公園では、「 養老孝子物語」 伝説の舞台

である養老の滝などの歴史・ 文化が感じ ら れ

る風景を 活かし 、 アート と 花・ みどり が共演

する新たな魅力を発信し ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・「 養老の滝」 への園路に和傘やひょ う たん工芸品を活用し たアート ガーデ

ンによる演出 

・ 体験型アート 作品「 養老天命反転地」 を 花と 緑で飾り 、 写真映えスポッ ト

と し て演出 

・ 養老芸術祭と の連携 

・ 養老なら ではの飛騨牛食体験 

 

（ ４ ） 世界淡水魚園  

●会場テーマ 水・ 川 

●会場計画 

「 川が育む豊かな自然と 文化に触れ、生き

物に親し む」 をコ ンセプト と するこ の公園で

は、 水辺の楽し さ が感じ ら れる 環境を 活か

し 、「 清流の国ぎふ」 の水辺に対する興味を 誘

発する会場と し ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ 花小舟による水辺への花の装飾 

・ アユなど岐阜県の特産を楽し むマルシェ の開催 

・ 水生動植物と 触れ合えるイ ベント の開催、 木曽三川流域の生態系学習 
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（ ５ ） 岐阜県百年公園 

●会場テーマ 木・ 林 

●会場計画 

「 緑豊かな空間で心身の健康を育む」 を コ

ンセプト と するこ の公園では、 林の木や生物

と の触れ合いを 楽し むイ ベント を開催し 、 心

身の健康や成長を育む会場と し ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ 林の中のガーデン作品の展示 

・ ギフ チョ ウ再生プロジェ ク ト  

・ 木育の拠点と し て見せる里山林整備講座、木育ワーク ショ ッ プ、刃物のま

ち関のナイ フ を 活かし たク ラ フ ト 体験 

 

（ ６ ） 各務原公園 

●会場テーマ 未来・ 夢 

●会場計画 

「 子育て世代に安全・ 安心な遊び場を 提供

する」 をコ ンセプト と するこ の公園では、 子

ど も 達が集い、 みんなで植物を 植え育て た

り 、 乗り 物体験ができ たり 等、 新たなチャ レ

ンジが実感でき る会場と し ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ タ ネダンゴなど、 子ども 達が造る参加型「 花壇」 による花と 緑の触れ合い

場の創出 

・ 隣接の自然遺産の森等と 連携し たサイ ク ルイ ベント の開催 

・ 交通公園の特徴を 活かし た新モビリ ティ や子ども 向け乗り 物体験 

・ 岐阜かがみがはら 航空宇宙博物館と 連携し たイ ベント の開催 
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（ ７ ） 飛騨会場 

●地域の特徴 

   飛騨地域は、穂高連峰、乗鞍岳など人の手

が加わっ ていない大自然を 有し ています。そ

の資源を 活かし 、乗鞍山麓五色ヶ 原の森や小

坂の滝、奥飛騨温泉郷や下呂温泉などの観光

資源も 豊富です。  

●会場テーマ 森 

●会場計画 

（ 仮称） 中部山岳国立公園奥飛騨ビジタ ーセンタ ー、 南飛騨健康増進セン

タ ーをゲート ウェ イ（ 玄関口） と し て、 都市部では体感でき ないリ アルな自

然を 体感すると と も に、 地域の自然を 満喫いただき ます。  

（ 実施イ メ ージ）  

・ 森を 活用し た健康増進体験（ 温泉ガスト ロ ノ ミ ーウォ ーキング、ト レッ キ

ングなど）  

・ 山々や動植物の学習  

 

（ 参考 会場位置図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※東海環状自動車道県内区間については 2024 年概成後で記載 
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３－２ 出展計画 

 

・ 企業・ 団体、 学校、 自治体など幅広く 出展・ 参加を募り 、 花・ みどり に関する

成果を 表現する機会と すると と も に、 技術の向上・ 継承へつなげます。  

・ 造園や園芸、緑化等の技術や活動の情報発信と 出展作品を 通じ て花・ みどり へ

の関心を 高めると と も に、出展者のモチベーショ ンにつなげる機会と し て、企

業・ 団体、 県民などの出展庭園や作品を 対象と し たコ ンテスト を 実施し ます。 

 

３－３ 植物調達計画 

 

・ 岐阜県における花き の特色を 活かし 、県内で生産さ れる植物を基本に調達し ま

す。  

・ 一般の流通や生産に支障を 与えず、安定的かつ効率的な生産調達を行う ため、

県内の生産者団体、流通業者、造園団体などと の連携協力により 植物生産調達

体制を 整えます。  

・ 見た目の美し さ ばかり でなく 、 環境を 考慮し たも のの使用に努めます。  

 

３－４ 行催事計画 

 

・ こ れまで磨き 上げた県営都市公園の資源を 活用し 、自然と 共生し たラ イ フ スタ

イ ルを 提案するこ と を目的と し た催事を検討し ます。  

・ 希少種の保護や身近な生物多様性の保全、水の蒸発散による暑熱緩和などのグ

リ ーンイ ンフ ラ ※４ 整備、DX※３ を 活用し た新たな花・ みどり の楽し み方等、実証

実験的な取組みを試行し 、 フ ェ ア開催後の GX※５ に基づく 新たなラ イ フ スタ イ

ルの創出につなげます。  

・ ステージ催事や体験型イ ベント を 各公園のテーマに合わせて実施し ます。  

・ 公園ごと のテーマを 通じ て県内の様々な地域資源と 連携し 、フ ェ アの開催目的

に沿っ た行催事を展開すると と も に、 公園間や周辺の地域資源と も 連携し 、 効

果的なイ ベント を展開し ます。  

・ フ ェ ア期間内に行う 公式行事と し て、 全国都市緑化祭を 開催し ます。  

 

 

 

 

※３ Digital Transformation の略で、デジタル技術の活用によって、人々の生活をよりよいものに変
革すること 

※４ 社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能を活用
し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの 

※５ Green Transformation の略で、持続可能で幸福な社会の実現に向けて、自然システムの限界を超 
えないように、社会経済システムを環境再生型なものに変革していくこと 
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３－５ 会場運営計画 

 

（１）会場運営 

・ 感染症対策やユニバーサルデザイ ンへの配慮などを徹底し 、誰も が快適で安全

に参加でき るよう な会場運営を行います。  

・ フ ェ ア全体の情報を 一元化するこ と により 、会場間の適切な連携を図り ます。  

・ 案内所を設置し 、 車イ スやベビーカ ーの貸出し 、 授乳室・ 救護室、 情報発信な

どの各種来場者サービスを 展開し ます。  

・ 会場内の巡回、 警備、 救護体制、 清掃計画、 危機管理体制を 策定し 、 総合的な

会場管理を 行います。  

 

（２）飲食・物販 

・ 地元の食材や農産物、郷土料理等を 取り 入れたメ ニュ ーや県産品を用いたお土

産を 提供し ます。  

・ 花・ みどり にちなんだグッ ズや花き などの販売を 行い、緑化の普及啓発を促す

も のと し ます。  

・ 各公園において、 人の周遊や賑わい、 憩いの場を 創出するため、 既存店舗及び

周辺店舗等の各種事業者から の出店参画について検討を 行います。  

・ 飲食提供や物販にあたっ ては、 プラ スチッ ク ごみや食品ロスの削減に努めま

す。  

 

（３）交通輸送 

・ 一般交通への影響を考慮の上、 安全・ 確実・ 快適なアク セスを 確保すると と も

に、でき るだけ環境負荷の軽減を 図るよう 努めます。また、MaaS※６ 等の新技術

の導入も 視野に、 会場や周辺の地域資源等の拠点同士のネッ ト ワーク を 向上

さ せる交通輸送を 検討し ます。  

・ シャ ト ルバスやツアーバスの運行を 検討し 、拠点間の周遊性を高め、フ ェ アの

魅力拡大へと つなげる交通輸送を 行います。  

・ 会場の交通アク セス状況に応じ て、魅力を 高める工夫を 検討し 、公共交通機関

の利用促進を 図り ます。  

・ 会場駐車場、会場周辺の既存駐車場なら びに臨時駐車場等を 最大限活用し た円

滑な自家用車対策を 検討すると と も に、障がい者用の駐車場、団体バス用の駐

車場、 タ ク シー乗降場、 駐輪場については、 専用のエリ ア設定を検討し ます。 

・ 案内誘導のための交通看板を 設置し 、 安全・ 安心な交通誘導を 行います。  

※６ Mobility as a Service の略で、スマートフォンアプリ等を活用し、複数の公共交通機関や公共交
通以外の移動サービスを最適に組み合わせ、検索・予約・決済等を一括で行うことを可能にするサ
ービス 
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３－６ 協働推進計画 

 

・ 準備段階から 、 県内市町村をはじ め、 県民や県内事業者、 地域の活動団体、 学

校など多様な主体と 連携し た取組みを 行い、 開催に向けた機運を 高めます。  

・ フ ェ ア会場で展開する花・ みどり の活動や自然と 共生し たラ イ フ スタ イ ルを 、

フ ェ ア期間中、 またフ ェ ア後においても 、 自ら 実践すると と も に、 地域へ波及

いただく 方々と し て、会場運営のパート ナーと なる多様な主体の積極的な参加

を募り ます。  

・ パート ナーの参加にあたり 、基本的なおも てなし スキルを 習得いただく 研修に

加え、 既存団体と の連携や養成講座により 、 花・ みどり 等に関し 、 広く 専門的

な知識を 修得でき る機会を 提供し ます。また、活動のサポート を 行う と と も に、

互いの交流を促進する場を 創出し ます。  

・ 子ども から 大人まで、県民が、花壇づく り など花と 緑に直に触れる体験を通じ 、

自然の大切さ や緑化活動の楽し さ を体感でき る場と し 、次代の担い手の育成に

つなげます。  

・ 学生によるガーデンづく り や子ども 向け環境学習の実施など、若い世代が主体

的に参加でき る取組みを 検討し ます。  

・ 国際園芸アカ デミ ーや森林文化アカ デミ ー等関連教育機関と 協働し 、充実し た

事業の展開につなげます。  

・ 公園ごと のテーマを 通じ て様々な地域資源と 連携し た取組みやイ ベン ト を 展

開し たり 、 フ ェ アの目的に呼応する既存イ ベント のブラ ッ シュ アッ プや新規

イ ベント の開催を 後押し する など、 フ ェ アを 通じ た岐阜県の魅力向上に協働

で取り 組みます。  

・ フ ェ アへの積極的な参加と 協働の推進を通じ 、フ ェ ア開催後の新たな花・ みど

り の活動やラ イ フ スタ イ ルの向上、コ ミ ュ ニティ 形成、観光交流を 促す地域資

源の磨き 上げなど、 今後も 各地域が持続的に発展し ていく 無形のレ ガシーに

つなげていき ます。  
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３－７ 観客誘致・広報宣伝計画 

 

・ フ ェ ア開催前から 、フ ェ アの目的の周知や開催に向けた機運を高める継続的な

広報を 行います。  

・ 公式サイ ト や SNS をベースにし た継続的な情報発信を 行う など、 様々な手法

を 用いて効果的な広報を 展開し 、 全国や海外から の誘客を 視野に入れた情報

発信を 行います。  

・ 県内の大型イ ベント（「 清流の国ぎふ」文化祭 2024、ねんり んピッ ク 岐阜 2025）

や国内の関連イ ベント （「 2025 年大阪・ 関西万博」「 第 20 回世界バラ 会議福山

大会 2025」「 2027 年国際園芸博覧会」 等） と タ イ アッ プし た情報発信について

も 検討し ます。  

・ 東海環状自動車道、東海北陸自動車道などの高速道路ネッ ト ワーク を 活かし 、

ゲート ウェ イ （ 玄関口） の機能を 担う 多彩な県営都市公園の周遊を促し ます。 

・ 公園ごと のテーマを 通じ て地域の観光資源を 相互に結び、周遊モデルコ ースを

設定するなど、 広域的な周遊へ誘う 仕掛けを検討し ます。 また、 隣接県など広

域的な観光交流の促進を 検討し ます。  
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４ 事業推進体制等 
 

４－１ 事業推進体制 

 

県内一円での円滑な運営を図るため、産業経済、観光、農林水産、花き・ 園芸、

造園、 社会福祉等の関係団体や行政機関等によ り 構成する実行委員会を 設置し

ます。  

 

◆実行委員会の組織体制 
 

総     会  ・・・予算・決算、基本計画、運営に関する事項の審議等 

 

 

常任委員会  ・・・総会委任事項の審議・決定、総会への報告 

 

 

企画委員会  ・・・実施事業の企画・検討等 

     

 

※企画委員会は随時開催

４－２ 事業スケジュール 

令和５年度 

（開催２年前） 

令和６年度 

（開催１年前） 

令和７年度 

（開催年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 
計画 
策定 

 

実施計画策定 
(会場整備・植物調達) 
(行催事、会場運営、 

広報等) 

フェア 

開催 

4/23 

～ 

6/15 

●
実
行
委
員
会
設
立 

●
常
任
委
員
会 

●
実
行
委
員
会
総
会 

●
常
任
委
員
会 

実
行
委
員
会
解
散 

●
実
行
委
員
会
総
会 

撤去 

開催準備 
(会場整備・植物調達) 

(行催事、会場運営、広報等) 

 


